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① 地域内の分散し錯綜した農地利用を整理し担い手ごとに集約化する必要がある場合や、
耕作放棄地等について、農地中間管理機構が借り受け

② 農地中間管理機構は、必要な場合には、基盤整備等の条件整備を行い、
担い手（法人経営・大規模家族経営・集落営農・企業）がまとまりのある形で農地を利用
できるよう配慮して、貸付け

③ 農地中間管理機構は、当該農地について農地としての管理

④ 農地中間管理機構は、その業務の一部を市町村等に委託し、農地中間管理機構を中
心とする関係者の総力で農地集積・耕作放棄地解消を推進
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１． 農地中間管理機構の整備・活用 （法整備・予算措置・現場の話合いをセットで推進）

農地中間管理機構 （農地集積バンク）

○ 既に耕作放棄地となっている農地のほか、耕作していた所有者の死亡等により耕作放棄地となるおそれのある農地
（耕作放棄地予備軍）も対策の対象とする。

○ 農業委員会は、所有者に対し、農地中間管理機構に貸す意思があるかどうかを確認することから始めることとする
等、手続の大幅な改善・簡素化により、耕作放棄状態の発生防止と速やかな解消を図る。

○ 農地の相続人の所在がわからないこと等により所有者不明となっている耕作放棄地については、公告を行い、都道
府県知事の裁定により農地中間管理機構に利用権を設定。

２． 耕作放棄地対策の強化

政策の展開方向

担い手への農地集積/耕作放棄地の発生防止・解消の抜本的な強化

○ 今後10年間で、担い手の農地利用が全農地の８割を占める農業構造を実現（農地の集積・集約化でコスト削減）
目 標
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【現状等】
○ この20年間で、耕作放棄地は約40万ha（滋賀県全体とほぼ同じ規模）に倍増。
○ 担い手の農地利用は、全農地の５割。
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農地の出し手に対する支援
（機構集積協力金）

１ 交付対象者
市町村内の「地域」
※「地域」とは、集落など、外縁
が明確である同一市町村内の区
域のこと。

２ 交付要件
「地域」内の農地の一定割合以上
が機構に貸し付けられていること
※毎年度一定時点で判断

３ 交付単価
地域内の全農地面積のうち機構へ
の貸付割合に応じた単価を機構へ
の貸付面積に乗じた金額を交付
（使い方は地域の判断）
２割超５割以下：2.0万円/10a
５割超８割以下：2.8万円/10a

８割超：3.6万円/10a
※27年度までの特別単価（＝基
本単価の2倍）（28・29年度は
1.5倍、30年度は基本単価）

１ 交付対象者
機構に貸し付けることにより、
・経営転換する農業者
・リタイアする農業者
・農地の相続人

２ 交付要件
・全農地を10年以上機構に貸し
付け、かつ、

・農地が機構から受け手に貸し
付けられること

（集落営農と特定農作業委託契
約を10年以上締結した場合も
対象）

３ 交付単価
0.5ha以下 ：30万円/戸
0.5ha超2ha以下 ：50万円/戸
2ha超 ：70万円/戸

地域に対する支援
（地域集積協力金） 経営転換・リタイア

する場合の支援
（経営転換協力金）

１ 交付対象者
機構の借受農地等に隣接す
る農地(交付対象農地)を、
・自ら耕作する農地を機構
に貸し付けた所有者

・所有者が農地を機構に貸
し付けた場合の当該農地
の耕作者

２ 交付要件
・交付対象農地を10年以上貸
し付け、

・かつ、当該農地が機構から
受け手に貸し付けられる
こと

３ 交付単価
２万円/10a
※27年度までの特別単価
（＝基本単価の4倍）
（28・29年度は2倍、30年度は
基本単価）

農地の集積・集約化に
協力する場合の支援
（耕作者集積協力金）

【予算額２５３億円】
(補正153億円/当初100億円)

【140億円】

【65億円】

※ このほか交付事務費として３億円

個々の出し手に対する支援

【45億円】
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水田活用の直接支払交付金の概要（平成26年度）

○ 水田で飼料用米、麦、大豆等を生産する農業者に対して交付金を直接交付することにより、水田のフル活用を推進し、食
料自給率・自給力の向上を図ります。

対象作物 交付単価

麦、大豆、飼料作物 3.5万円／10a

ＷＣＳ用稲 8.0万円／10a

加工用米 2.0万円／10a

飼料用米、米粉用米
収量に応じ、

5.5万円～10.5万円/10a

販売目的で対象作物を生産する販売農家・集落営農
【交付対象者】

【支援内容】

① 戦略作物助成

② 二毛作助成
（主食用米と戦略作物助成の対象作物、又は戦略作物助成の対象作
物同士の組み合わせによる二毛作を支援）

１．５万円／10a

③ 耕畜連携助成
（飼料用米のわら利用、水田放牧、資源循環の取組を支援）

１．３万円／10a

＜飼料用米、米粉用米の交付単価のイメージ＞

注１：数量払いによる助成は、農産物検査機関による数量確認を受けてい
ることが条件

注２：※は全国平均の数値であり、各地域への適用に当たっては、当該地
域に応じた単収（配分単収）を適用

数量払いの単価（傾き）：約167円／kg
助成額
（万円/10ａ）

10.5万

8.0万

5.5万

単収（kg/10a）680※530※
(標準単収値）

380※

作付パターン（例） 交付金額（10a当たり）

主食用米 ＋ 麦 （米の直接支払） ＋ 1.5万円

麦 ＋ 大豆 3.5万円 ＋ 1.5万円

飼料用米 ＋ 麦 5.5～10.5万円 ＋ 1.5万円

米粉用米 ＋ 飼料用米 5.5～10.5万円 ＋ 1.5万円

④ 産地交付金

○ 地域の作物振興の設計図となる「水田フル活用ビジョン」に基づき、
高付加価値化や低コスト化を図りながら、地域の特色のある魅力的
な産品の産地を創造するため、地域の裁量で活用可能な産地交付
金により、麦・大豆を含む産地づくりに向けた取組を支援します。

○ 地域の取組に応じた追加配分を都道府県に対して行います。

対象作物 取組内容 追加交付単価

飼料用米、米粉用米 多収性専用品種への取組 1.2万円/10a

加工用米 複数年契約（3年間）の取組 1.2万円/10a

備蓄米
平成26年産政府備蓄米の
買入入札における落札

0.75万円/10a

そば、なたね 作付の取組
（基幹作）2.0万円/10a
（二毛作）1.5万円/10a

【予算額：２７７，０２６百万円】
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飼料用米等の数量払いについて （仕組みの概要）

○ 飼料用米及び米粉用米について、単収向上の取組へのインセンティブとして、生産数量に応じて交付金を支払う
数量払いを導入。

助成額
（万円/10a） 数量払いの単価（傾き）：約167円/kg

単収（kg/10a）530380

5.5万

8.0万

（標準単収値）

10.5万

680

対象作物の範囲 飼料用米、米粉用米

対象品種の範囲 規定しない（主食用品種も対象となる）

交付単価

単収が、
・ 標準単収値±150kg/10aの間にある場合は、左記の算
定式により求められる交付単価
・ 標準単収値＋150kg/10a以上の場合は、10.5万円/10a
・ 標準単収値▲150kg/10a以下の場合は、5.5万円/10a

標準単収値
市町村等が各地域に応じて、農業者への主食用米の生
産数量目標の配分に際して定めている単収値（配分単収）

数量等の確認
農産物検査法に基づく登録検査機関において、農産物検
査の枠組みによって確認する

数量払いの仕組みの概要 （案）

注：
※は、全国の平年単収（標準単収値）に基づく数値
標準単収値は、各地域等における当年の作柄変動では調整しない。
例えば、当年における当該地域の作況指数が105であった場合、標準
単収値に1.05を乗じるような調整は行わない。

＜飼料用米、米粉用米の交付単価のイメージ＞

※ ※ ※

＜交付単価の算定式＞
（単収が標準単収値±150kg/10aの間にある場合）
交付単価

＝ 8万円/10a
＋ 2.5万円/150kg×（当該生産者の単収－標準単収値）
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